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概要　正 常黄体機能 （高温相持続期間≧ 11日 ， 黄体期中期 progesterone値 ≧ 10ng／ml ）を有す る 不妊婦

人 52例 に つ い て 子宮内膜組織診 を施行し，内膜診実施 日 を次回月経 開始 日（NMP 法）， 最終低温 日（BBT
法），尿中 LH サ ージ 日 （LH 法）の 三 つ の 方法 で 決定 し，各 々 の 子宮内膜 日付診断 の 正確性 に つ い て 比

較検討 した ，さ ら に ，子宮内膜 の morphometric 　analysis を 行 い こ の 診断的意義 に つ い て 検討 し た ．
　1）尿中 LH の 測定 を オ ル ガ ノ ソ LH カ ラ

ー（オ ル ガ ノ ソ 社）で 行 う と，　 LH カ ラ
ー（＋ 2）日 の 血 中 LH

値 は 35．5± 12．6mlU ／ml （Mean ± S．D．）（n ； 27），最大主席卵胞径は 21．2± 1．9mm （n ＝・26）で ，　 LH カ

ラー （＋2）日 を尿中 LH サ ージ 日 と判定する こ と が妥当 と思わ れた ．

　2）NMP 法 ，
　BBT 法 ，

　 LH 法 よ り求め た 内膜診実施 日 と組織学的日付診 日 との 桐関をみ る と，子宮 内

膜腺に お け る相関係数 （r）は ， 各 々 r ＝ 0，685， r 二   ．728，　 r ＝ 0．879，間質に つ い て は 各 lt　r＝O．620，　 r＝

0．737， r ＝ 0．833で あ り，　 LH 法 の 場合最も高い 相関係数を示 した．ま た ，こ れ ら 3法 に よ る診断内容 を

み る と，LH 法に 比 べ NMP 法や BBT 法 の 場合異常内膜の 過剰診 断をす る危険 が示唆され た ．

　3）高速 カ ラ ー画 像解析装置 SP −500 （オ リン パ ス 社）を 用 い た 子宮内膜 の morphometric 　analysis に

よ り， 腺に つ い て は 腺細胞 長 径，核下 ・核 上 空 胞 の 割 合 ，間質に つ い て は 細胞 分裂個数 ， 前脱 落膜様反
応 の 程度，螺旋動脈数 よ り ス テ ッ プ ワ イ ズ 重回 帰分析を用 い て 日付診断を行 うと，重 回帰相関係数 （R ）

は R ＝ 0．959と な り正 確か つ 客観的な診断が 可能 で あ る こ とが示唆され た ．

Synopsis　In　order 　to　examine 　the　accuracy 　of 　endometrial 　dating
，
　endometrial 　dating　from 　52　inferti弖e

women 　with 　no   al　luteai　function　was 三nvestigated ．　 Dating　from　the 　histological丘ndings 　was 　evaluated

from　three　time　points，　the　onset 　of　the　next 　menstrual 　period（NMP ），　the　last　day　of 　the　low　phase 　of 　basal
body　temperature （BBT ）and 　the 　urinary 　LH 　peak 　determined　 with 　the

“Organon　LH 　Color”kit（LH ），
Beside　microsc ⊂）pic　observation ，　morphometric 　analysls 　of 　endometrial 　findings　was 　done 　by　means 　of 　a

high　speed 　color 　image　analysis 　system
“Olympus　SP・500” ．

　On　the　day   f　LH 　Color（十 2），　the　serum 　LH 　level　showed 　a　maxlmum 　of　35．5±12．6mlU／m1 （Mean ±

S．D ．）（n ＝27）．　 The 　correlation 　coe 伍 cients 　for　histological　dating　and 　chronological 　dating　based　Qn 　NMP ，
BBT 　and 　LH 　were 　O．685，0．728　and 　O．879　in　gland　and 　O．620，0．737　and 　O．833　in　stroma ，　respectiveiy ．　 The

multiple 　correlation 　ceeMcient 　for　histological　dating　evaluated 　by　morphometric 　analysis 　and 　chrono 且ogi −

cal　dating　based　on 　LH 　was 　O．959．　 So　we ¢ onclude 　that　endomet τial　dating　evaluated 　by　morphometric

analysis 　seems 　to　be　the 　most 　objective 　and 　useful ．
Key 　 words ： LH 　 surge ・Endometrial 　dating ・Endometrial 　biopsy・Luteal　function

　 　　　　　　　　 緒　 　言

　黄体機能不 全 の 診断法 の
一つ で ある 子宮 内膜 日

付診 断は
， 基礎体温 （BBT ）表上 の 排卵 日また は

次 回 月 経開 始 日 よ り求 め た 内膜 診 実施 日 と，

Noyes 　et　al ．io）
の criteria か ら求め た組織学的 日

付診 日 との ズ レ を比較 して 診断 され て きた ． し か
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し，排卵 日診断に BBT を用 い た 場合，実際 の 排卵

口と BBT 上の 排卵 日 が
一

致 し な い こ とが あ り，

ま た 高温相持続期間が必ず しも14日間 とは 限 らな

い こ とか ら次回 月経 開始 日 よ り内膜診実施 日 を 逆

算す る こ と に も問題が あ り，従来の 子宮内膜 日付

診断法に は 限界が あつ た ．そ こ で わ れわ れ は ， 子

宮内膜 日付診断 の 際 ， 内膜診実施 日を次回 月経開

始 日，
BBT の 最終低温 日，尿中 LH サ

ー
ジ 日か ら

算出 し
， 各 々 の 診 断の 正確性に つ い て 比較検討し

た ． さらに ，よ り客観的 な組織学的 日付診断を行

うた め に ，子宮 内膜 の 変化を 計量 的 に 測定す る

morphometric 　analysis を施行 し こ の 診断的意義

に つ い て 検討 し た ．

　　　　　　　　　研究方法

　 1。対象 ：当科不妊外来 を受診 した 不 妊婦人 の

うち ，内分泌学的に 正常黄体機能，すなわ ち高温

相持続期間が 11日以上 ， 黄体期中期 progesterone

値が 10ng／ml 以上 を有す る 52例で あ る．対象者 の

平均年齢は 32．3± 3．9歳（Mean ± SD ．）で あっ た ．

　2．方法 ： 図 1 に サ ン プ リ ソ グ の ス ケ ジ ュ
ール

を示す．す な わ ち ， 排卵期に 血
， 尿中 LH の 測 定

と超音波断層法を施行 し，黄体期 に は初期，中期 ，

後期に 血 中 progesterone を測定 し ， 同時に子宮底

部 よ り無麻酔で
一掻 き掻爬 に よ り子宮内膜診を実

施 し た ．尿中 LH の 測定は 尿中 LH 検出試薬 オ ル

ガ ノ ン LH カ ラ
ー

（オ ル ガ ノ ソ 社） を用 い
， 薄 い

赤紫色 の 場合陽性 （＋ 1）， 青灰色 の 場合強陽性 （＋

2）と判定 し た ．血 中 LH の 測定 は ス パ
ッ ク ーS　LH

キ ッ ト （第
一

ラ ジ オ ア イ ソ トープ 社），
血 中

progesterone の 測定 b＊　progesterone　 kit （日本

DPC コ
ーポ レ ー

シ ョ ン ）を用 い た ．超音波 断層法

は ア ロ カ SSD620 （ア ロ カ 社）を用 い て 経腟的 に 最

大主 席卵胞径を測定 した．

　3．子宮内膜 日付診断法 ：

　  子宮内膜診実施 日 の 決定法 ：以下 の 三 つ の

方法 に よ り実施 日を決定 し た ．

　 NMP 法 ：次回月経開始 日の 前 日を 十 14日 目と

し逆算す る方法．

　BBT 法 ：基礎 体温の 最終低温 日を 0 日とす る

方法．

　LH 法 ：尿中 LH サ ージ 日 ［LH カ ラ
ー （十 2）

×　×　K 　X 　〔 月 経 ）

尿 中 L脯麗 定 〔早 朝 尿 ） ≡OOOO

採 血　　　　　　　　　　　　　　　Q

超 音 披 検 査 　 　 　 　 　：0 　 0

予 宮 内 膜 診

ゴ
O 　 　　 O 　　　 Oo

図 ユ　 検 尿 ・採 血 ・超 音 波 検 査 お よ び子宮内 膜診 の ス

　 ケ シ ュー
ル

表 l　 NMP 法，　BBT 法，　LH 法 か ら求 め た 対 象者 の 内 膜

　診実施 日 の 分布

NMP 法 BBT 法 LH 法

内膜診 対 象者 内 膜診 対 象者 内膜診 対象 者
実施 日 （n ＝46） 実施 日 （n ＝52） 実施 日 （n ＝52）

＋ 3 1 ＋ 3 0 ＋ 3o
＋ 4 1 十 4 3 十 4o

十 5 2 一← 5 3 十 56

十 6 2 十 6 7 十 67

十
・7 8 十 714 十 79

十
．8 8 十 814 十 89

十 9 ／1 十 9 4 十 98

十 105 十 105 十 109
十 1141 ・112 ・且 14

・
ト122 十 120 十120

十 132 十 130 十 130

NMP 法 ：次回 月経開始 日の 前 日を＋ 14日 目と して 逆算す る方法

　 　 　 （妊 娠 例 6イ列は 除外 ）

BBT 法 ：基礎体温の 最終低温 日を 0 日 とする 方法

LH 法 　：尿中 LH サ ー一ジ 日 ［LH カ ラ ー（十 2）H］を OH と

　 　 　 す る 方法

日］を 0 日 とする 方法．

　NMP 法 ，
　 BBT 法 ，

　 LH 法か ら求め た 対象者52

例 の 内膜診実施 日 の 分布 は表 1 の 通 りで あ る．

　  組織学的 日付診 日の 決定法 ：二 人 の 観察者

に よ り Endometriogram （五 十嵐
2｝）を用 い て子宮

内膜腺 ， 間質を別 々 に 判定 し
，

二 人 の 観察者 の 日

付診 日 が異 な つ た場合に はそ の 平均値を組織学的

日付診 日と決定 した ．子宮内膜 日付診断は
， 内膜

診実施 日 と組織学的 日付診 日 と の ズ レ が 2 日 以内

の 時正 常内膜， 3 日以上 の 時異常内膜 と診断 し ，

さ ら に 十 3 日以上 の 時促進 型 ，

− 3 日以下 の 時遅

延型 と診断 した．

　  Morphometric　Analysis の 方 法 ：高 速 カ

ラ ー画像解析 シ ス テ ム SP −500（オ リ ン パ ス 社 ）を

用 い て 子宮内膜に つ い て 7 項 目の 分析を行 つ た ．

す なわ ち，内膜腺 に つ い て は 五 つ の 腺 の 腺細胞長
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表 2　 NMP 法，　BBT 法，　LH 法 よ り求 め た 子宮内膜診実施 日 と組織学的 日付

　診 日 との 相関関係お よ び診 断内容 に つ い て

1）相関 関係 ；

NMP 法　 　 　 　 　 　 　BBT 法 LH 法

子宮内膜腺 r
＝ ．6彗5　（p ＜ 0．001）　　r＝0．728　（p＜ 0，001） r＝D．879 （Pく0．001）

間　質 r ＝ 0．620　（p ＜ O．001）　　r＝0．737　（p＜  ．OO1） r＝D．833 （Pく 0．001）

（r ：相関係数）

II）診断 内容 ：

NMP 法 BBT 法 LH 法

正 常内膜 38 （S3） 48 （92） 52 （100）

遅 延 型 7 （15） 3 （6） o （ o）

促 進型 1 （2） 1 （2） 0 （ 0）

（ ）；％

径 （Height　of　Gland　Cells，　 G．C，）， 核下空胞 の

割合 （Percentage　of 　Subnuclear　Vacuoles，　 Sub，

V ．）， 核上空胞お よ び分泌 細胞 の 割合 （Percentage

of 　Supranuclear　Vacuoles，　 Sup．　V ．）の 平均値 を

算出し ， 間質 に つ い て は 最大浮腫 を示す部位 の 間

質細胞核の 面積比 （Percentage　of 　Stromal　Nu ・

clei ）， 5視野 （× 40）の 細胞分裂個数 （Number 　of

Strornal　Mitoses，　 Mit．），　 Predecidual　Reaction

（Pre．　R ）の程度 （0 ．な し ， 1 ，1／3以下，2 ： 1／

3〜2／3， 3 ：2／3以上）， 5 視野 （X20 ）の 最大螺旋

動脈 数 （Number 　of　Spira1　Arterioles，　 Sp，　A ．）

の 平均値を測定 した．

　4．統計処理 ：平均値 の 差 の 検定に は Wi 正cox ・

on 　rank ・sum ・test， 多変量解析に は マ イ ク ・ コ ソ

ピ ュ
ータ ー

ソ フ ト 「NAP 　Ver ，2」 を用 い た ．

　　　　　　　　　 研究成績

　 1．尿中 LH サ
ージ 日の 血 中 LH 値 ・最大 主席

卵胞径 に つ い て （図 2）

　尿 中 LH サ
ージ 日を LH カ ラ

ー
（十1）・（＋ 2）

日 とす る と，LH カ ラ
ー （＋ 1）日の 血 中 LH 値 は

11．7± 7．8mlU ／ml （Mean ± S．D、）（n ＝20），最大

主席卵胞径は 18．9± 2．4mm （n ＝ 17）で あ り，
　 LH

カ ラ ー （十 2）日 の 」血中 LH 値 は 35．5± 12，6mlU ／

ml （n ＝・27），最大主席卵胞径は 21．2± 1．9mm （n ＝

26）で あつ た． こ れ ら の こ とか ら ， LH カ ラ
ー（＋

2） 日 を尿 中 LH サ ージ 日 と判定す る こ とが 妥当

と思わ れ た ．
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図 2　 尿 中 LH サ
ー

ジ 日 の 血 中 LH 値 ・最 大 主 席 卵 胞

　径に つ い て

　2．NMP 法 ，
　BBT 法 ，

　 LH 法 よ り求め た子宮内

膜診実施 日と組織学的 日付診 日 との 相関関係お よ

び 診断内容に つ い て （表 2）

　 NMP 法，　 BBT 法，　 LH 法 に お ける子 宮内膜診

実施 日 と組織学的 日付診 日の 相関係数 （r）は ，子

宮 内膜 腺 の 場 合 各 々 r ＝ 0．685 （p＜ 0．001）， r ・ ＝

0．728（p 〈 O．OOI），　 r ＝ 0．879（p 〈 0．001）で あ り，

間 質 の 場 合 各 々 r ；e．620 （p 〈 0．001）， r ＝

e．737（p 〈 0，001）， r ・ ・：O．833（p＜ 0．001）で ，
　 LH

法で 最 も高 い 値を示 し た ．ま た
，

こ れ ら 3法 の 診

断内容を み る と ，
LH 法で は 52例 す べ て 正常 内膜

と診断 し た が，NMP 法で は 46例中 8例 （17％），

BBT 法 で は 52例中 4 例 （8％）を異 常内膜 と診 断
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図 3　 Morphometric 　Analysis　of 　Endometriums （1）

して い た．

　3．Morphometric 　Analysis　of　Endometriums

（図 3， 4 ）

　  Height　of 　Gland　Cells（G ，C．）

　子宮 内膜 腺細胞 の 長径 は LH ＋ 5日 で は 28．2±

3．1μ m （Mean ± S．D ．） （n ＝6），　 LH 十 6日 で は

27．4±O．8μm （n ； 7） と L｝i十 7日〜LH 十11日に

比 ぺ 有意 （p＜ 0．005）の 高値 を示 し ，
LH ＋ 8 日以

降は 14〜15μm とほ ぼ一定 の 値を示 した ．

　  Percentage　ef 　Subnuclear　Vacuoles （Sub．

V ．）

　核下空胞 の 割合 は LH 十 5日 で は 77．8± 7．4％，

LH 十 6日で は 57．9± 17．5％ ，
　 LH 十 7日で は 32．5±

15，1％ （n ・ ＝ 9）と暫減 し ，
LH 十 8日

〜LH 十 11日に

は ほ ぼ 10％以下 を示 した ．

　  Percentage 　 of　 Supranuclear　 Vacuoles

（Sup．　V ．）

　核上空胞 お よ び 分泌細 胞 の 割合 は LH 十 5日 で

は 19．6± 6 ．5％ ，
LH 十 6 日 で は 24 ．0 ± 6 ．7％ ，

LH 十 7日 で は 53．0± 19．3％ と暫増 し，　 LH 十 8日 で

は 64．9± 9．8％ （n ＝9）， LH 十 9日 で は 67，6±

15．1％ （n ＝ 8）と ピ ーク値 を示 し，LH ＋ 10日で は

472 ± 14．0％ （n ＝ 9），LH 十 11日 で は 46．8±

18．3％ （n ＝　4） と減少して い た ．

　  Percentage 　of　Stromal　Nuclei

　間質細胞核の 面積比 は LH 十 5日 〜LH 十 11 日 ま

で 10〜20％ とほ ぼ一
定の 値を示 して い た．

　  Number 　of　Stromal　Mitoses （Mit．）

　間質細胞 の 分裂 像は LH 十 5 日 で は 6 例 中 3 例

（50％）に 2 〜 3個認め られ ， LH ＋6日〜LH ＋8日

に な る と ほ とん ど認め られず ，
LH ＋ 9日

〜LH ＋

11日 に 再 び 出現 し，LH 十 9日 で は 8 例 中 6 例

（75％），
LH 十 10日以降で は 100％ に 認め られ ，そ

の 個数は 1 〜 2個で あつ た ．

　  Predecidual　Reaction （Pre．　R ．）

　前 脱 落 膜様反 応 は LH 十9日以 降 に 出現 し，
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図 4　 Morphometric 　Analys 三s　of 　Endometriums（2）

表 3　 ス テ ッ プ ワ イ ズ 重回帰分析

Step Variables R RsquareAd3usted 　R 　square

1Sub ．　V， 0．860180 ．73992 0．73471

2Sub 、　V ，，　Sp、　A 、 0．943400 、89000 0．88551

3Sub ．　V ．，　Sp，　A ，，　Pre ．　R ． 0．95547G ．91292 0．90748

4Sub ．　V ．，　Sp．　A ．，　Pre．　R．，　G．　C． D，959000 ．91969 O，91285

R ：Multiple　correlation 　coe 伍cient ．　R 　square ：Coe岱 cient 　of 　determinatiQn．
Sub．　V．：Subnuc 至ear 　Vacuoles、　Sp．　A ．：Spiral　Arterioles ．　 Pre．　R ．： Predecidual 　Reaction，
G．C．：Height　of　Giand　CeUs．

LH 十 9日で は 75％に ，
　 LH 十 10日以 降で は 100％出

現 して お り，そ の 程度 は LH ＋ 9日
〜LH 十 10日で

Score　1，　 LH ＋ 11 日 で は Score　1〜2を示 し た ．

　  Number 　of　Spiral　Arterioles（Sp．　A ．）

　螺 旋動脈数 は LH 十 5日 で は ほ と ん ど認 め られ

ず，LH ＋ 6日 〜LH ＋ 7日 に は 平均 1 個，　 LH ＋ 8日

以 降暫増 し
，
LH ＋ 8日で は 平均 2 個 ，

　 LH ＋ 9H で

は 3 個，LH 十 10日 〜LH 十 11日 で は 4 〜 5個認 め

られた ．

　4．Multiple　Regression　Analysis

　子 宮 内膜 の morphometric 　analysis 　｝こ よ り求

め た 腺細胞長径 （X1 ）， 核下 空胞 の 割合 （X2）， 核

上 空胞の 割合，間質細胞核 の 面積比 ， 間質細胞核

の 分裂個数， 前脱落膜様反応の 程度 （X ，），螺旋動

脈数 （X 、）よ りス テ ッ プ ワ イ ズ 重 回 帰分析 を行 う

と ， 各 ス テ ッ プ の 重相 関係数（R）は表 3 の 通 りで ，

予測 日付診 日 （Y ） は
，

　 Y ＝8，36− 0．02X，

− 0．06X，十 〇．38×3 十 〇．68X ，
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1668 子宮内膜 日付診 断 の 正 確 性 に 関 す る検討 臼産婦誌42巻12号

8．灼
菱

ゴ
羇

ロ
0．騨

8．
U

MuItipIe　regression 　anaI ソsis
S七a冂dardized 　residtttltStu ，　「es ，，　−　Predic七ed 　》alueCPred ，｝

　 　 　 　　 　 　 　 　　 図 5　 残差 分析

・m°

　 R ＝ 0．959

とな つ た ．また，図 5 は重回帰 モ デ ル の 妥当性 を

検証す るた め の 残 差分析結果 で
，

モ デ ル の 妥当性

が 明 らか となつ た 。

　　　　　　　　　考　　案

　子宮内膜 日付診 断 は
， 受精卵 の 着床異常の 有無

を直接的 に 診断す る方法 で
， 黄体機能不 全 の 診断

に際 し て 必要不可欠 な検査法で ある ．従来 ，こ の

診断は子宮内膜診 を実施 した 日と ， Noyes　et　aL1 °）

に よ り確立 され た 組織所見か ら診断 され た 日付診

日 とを比較 して 行わ れ て きた ． こ の 際，内膜診実

施 日の 決定 は 基礎体温表か ら排卵 日を推定し て 求

め る方法 （BBT 法）と
， 高温柑持続期間を 14日間

と し次 回 月経 開 始 日か ら逆 算 し て 求 め る 方法

（NMP 法）とで 行わ れ て きた． しか し ，
こ の よ う

な 内膜診実施 日の 決定法に は い くつ か の 問題点が

あ る．すな わ ち
，
NMP 法 の 場合，高温相持続期間

を 14日間 と して い る が実際の 持続期間は必 ず しも

そ うとは 限 らず， 今回 の 正 常黄体機能 を有 す る と

思わ れる 不 妊婦人 に つ い て み て も14日間を示 し た

の は 46例 中わ ずか 7例 （15．2％）で あつ た，また ，

黄体期後期 に 内膜診を 実施す る と，検査後 の 出血

と月経開始 に よ る 出血 と判別 し難 い こ とが あ り，

ま た ，妊娠周期 の 診断が で きな い とい う問題点 も

ある ．
一

方 ， 排卵 日診断 を BBT で 行 うに は 限界が

あ り， 今回 の 検討で も最終低温 日 に 尿中 LH サ ー

ジ を示 し た 症例は 52例中 14例 （26．9％）で あつ た ．

　周知 の ご とく子宮 内膜は ，まず卵胞期に 顆粒膜

細胞 よ り分泌 され る estradiol （E2）の 作用 に よ り

増殖性変化を示 し，LH サ
ージ に よ る顆粒膜細胞 ，

莢膜細 胞 の 黄 体細胞 へ の 分 化 に よ り progester・

one （P ）分泌 が起 こ り分泌性変化を開始す る こ と

か ら， 内膜診実施 日の 決定 も LH サ
ージ 日を起点

に 考慮す べ き
「
で あ り，実際に ，Tredway 　et　aLi2 ）

は血 中 LH サ
ージ 日か ら求 め た 内膜診 実施 日 と

Noyes 　et　 a1．10 ）
の criteria を用 い た 日付診 目 とが

非常に よ い 相関を示す と報告 して い る．

　正確 な排卵 日診断 の た め に は連 日 の超音波検査

や 血 ・ 尿中 LH の 測定が 必要で あ り， 今回 わ れ わ

れ は超音波診 断 に よ り排卵 日を 予測 し，尿中 LH

の 測定 に よ り排卵 日 の確定診断を行 つ た．わ れわ

れ が用 い た 尿 中 LH 測定試薬に 関 して は
， すで に

田 辺 ら
4）がそ の 臨床的有用性 を報 告し て お り

，

一

日 2 回 早朝 尿，夜 間随時尿の 測 定 に よ り強陽性

LH カ ラ ー （十 2）の 発現率が 88．5％で ， 強陽性 を

LH ピ ーク と考 え る と容易に 排卵時期 が 予知 で き

る と述べ て い る．わ れわ れ の 成績で も，LH カ ラ
ー

（十 2） 日 の 血 中 LH 値 は 35．5± 12．6mIU ／ml

（Mean ± S。D 。，　 n ；27）で
， 27例中24例 （89％）が

20mlU ／m1 以上 を示 した ．青野 ら
1）

に よ る と，血 中

LH サ
ージ 日を 0 日 と した 時 の ス パ

ッ ク ーS　 LH

キ ッ トに よ る IE常月経周期 の
一 1 日

，
0 日

，
＋ 1 日
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の値は ， 各 々 16．8± 9．8， 42．2± 21．0
，

14．3± 9．8

mIU ／ml で あ り，
　 LH カ ラ

ー （十 2）日 に ま さ に 1缸

中 LH ピ ーク を 捉 らえ て い る こ とが 明 ら か とな

つ た ．こ の よ うに 超音波診断 と尿中 LH の 測定 を

組み 合わ せ る こ と に よ り， 従来以上 に 簡便 に 血 中

LH サ
ージを把握す る こ とが可 能で ，実地 臨床 に

お い て 内膜診実施 日 の 決定に も十 分応用可能で あ

る こ とが 明ら か とな つ た ．

　Li　 et　 aLs）は 正 常月経周期を有す る 婦人 に お い

て 血 申 LH サ
ージ 日 と 日付 診 日 と の 相関 係数が

0．70で ，次回 月経開始 日と の 相関係数は 0．37と低

値で あ つ た と報告し ， ま た Shoupe 　et　al．11）も排卵

日診断を超音波診断 ・ 血 中 LH サ
ージ ・基礎体温

表お よ び次回 月経開始 日の 四 つ の 方法 で 行 つ た と

こ ろ ， 正 診率は各 ft　96．1％ ， 84．6％ ，
76．9％ ，

65．4％

で 次回 月経開始 日を用 い た 日付診断が正 確性 に 欠

け る と報告 して い る．今回わ れわ れ も，NMP 法 ，

BBT 法お よ び LH 法 の 三 つ の 方法 に よ り内膜 診

実施 日を決定 し
， 日付診断 の 正 確性を比 較検討 し

た．こ の 結果，LH 法 に お い て 内膜診実施 日 と日付

診 日 との 相関係数が最も高値を 示 し ，
NMP 法や

BBT 法 に 比 べ 診断 の 正確性が 高い こ とが 明 らか

とな つ た ．さ らに ， こ れ ら 3 法に よ る異常内膜 の

診断内容 の 比 較検討か ら ，
Li　et 　a1．8）も指摘 し て い

る よ うに
，

NMP 法や BBT 法 の 場 合異常 内膜 と

過剰診断する 危険があ る こ とが示 唆 され た ．

　正確 な子宮内膜日付診断 の た め に は
， 正確な排

卵 日診断 と同時 に 正 確か つ 客観的 な組織觝見の 把

握が必 要 で あ る．Noyes 　et　al．i°1は 子宮内膜の 分泌

性変化 の 特徴的組織所見 として 8項 目を挙げ て お

り，今日もな お こ の criteria を用 い て 日付診断が

行わ れ て い る． こ れに 対 し て ，新 し くよ り客観的

な組織所見の 評価法 と して ， Johannisson　et　al．6）

は子宮内膜の morphometric 　analysis を用 い ，内

膜腺の 直径 ・核下空胞 ・間質の細胞分裂 数な どが

卵胞期 E 、 や黄体期 E2・P と有意の 相関を示 し，ま

た
，
Li　et 　al．9）は 腺細胞 の 分裂数 ・腺細胞 の 分泌 の

程度 ・子 宮内膜 に 占め る腺 細胞 の体積 ・偽重 層の

程度 ・前脱落膜様反応 の 5 項 目 の 子宮 内膜所見 よ

り正確 な 日付診断が 可能で あ る と報告 して い る．

今回わ れわ れ は，Li　et　al．9｝
と同様 に ス テ ッ プ ワ イ

ズ 重回帰分析を用 い て 日付診断 を試 み た と こ ろ ，

4 項 目の 内膜所見 に よ り 日付診 断が 可能 で ，重 回

帰相関係数 （R）が 0．9590 （寄与率 ：92％）と高 い

値 を示 し た ．また ， 残差分析結果を み る と，
LH ＋

8日〜LH 十 11日 で は standardized 　residual が 若

干大 ぎい 傾 向を認め ，LH − 3日
〜LH ＋ 8日で 高 い

子 宮 内 膜 の regurality が あ る と報 告 し て い る

Johannisson　et　al．7｝の 報告を裏づ け る結果 とな つ

た．

　川 浪 ら
3）は 免疫染色法 を用 い て 間質 に お ける 細

胞種の 同定 を行い ，増殖期 に 出現す る分裂像は 間

質線維芽細胞で あるが分泌期後期 に 出現す る分裂

像は 白血球系 の 細胞で あ る と報告 し て お り，ま た ，

Daly 　et　a1．5 ）は 間質 に お ける リ ン パ 球系 お よ び 白

血 球系細胞浸潤 が次 回 月経 開始 日 と関連 し て お

り，日付診断 に 用 い る べ きで な い と主張 し て い る．

さらに今回の 成績 か ら，Noyes　et　a1．lo｝が指摘 した

間質の 浮腫 が黄体期中期 の 子宮内膜 の 特徴的所見

で あ る こ とに 変わ りは な い が
，

こ の 程度 に よ り日

付診 断を行 うに は い さ さ か 無理 が あ る と思わ れ

た ．こ れ らの 事実か ら ， よ り精度の 高い 子宮内膜

日付診断を 行 うた め に は組織学 的 日付診所見 の 基

準 の 再検討が必要 で ある と思わ れ る．

　以上 ，子宮内膜日付診 断の 正 確性 を高め るた め

に は 血 ・尿中 LH サ
ージ 日 な ど よ り正確な排卵 日

診断 に 基づ い て 子宮内膜診実施 日を決定す る こ と

が重要 で あ り，また，子宮内膜の rnorphornetric

analysis を 行 う こ と に よ り正確 か つ 客観的 な子 宮

内膜 日付診断 の 可能性 が示唆 された ．

　稿 を終わ るに あ た り， 統計処 理 の 御指導を 頂 い た 群馬大

学 医学 部 公 衆衛 生学 教 室青木繁伸助教授 ・東北大学医学部
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